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研究成果の概要（和文）： 

(1)各年開催の総括班フォーラムをはじめ、先端的な研究を進めている若手研究者間の学際的交

流を目的とした「フィールドネット」を創設するなど、海外学術調査に従事する研究者間の連

携ネットワークの持続的な基盤を確立した。(2)各年開催の連続ワークショップをはじめ、海外

調査では文理共存の実験的な共同フィールドワークを実施するなど、臨地調査をふまえたフィ

ールドサイエンスの構築手法をめぐる発展的な可能性を呈示することができた。 

研究成果の概要（英文）： 
1．The sustainable groundwork for the cooperative networks among the Japanese researchers 
planning fieldwork abroad was firmly established, through the "Grand Forum" held in every 
year, the "Field Net" founded to promote the interdisciplinary exchanges among the young 
leading researchers etc.  2．The promising possibility on the methodology for the 
construction of “Fieldscience” based on the fieldwork abroad was concretely drawn up, 
through the "Successive Workshops" held in every year, the experimental interdisciplinary 
fieldwork abroad etc. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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  年度  

総 計 34,200,000 10,260,000 44,460,000 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 海外学術調査に従事する研究者が、各
自の研究成果をたがいに参照・利用できるた
めの土台となる組織が国内で求められてい
た。 
 
(2) 各学問分野におけるフィールド調査の

手法を相互に摂取した、フィールドサイエン
スの具体的な姿が諸分野で求められていた。 
２．研究の目的 
(1) 海外学術調査に従事する研究組織の連
携ネットワーク確立にむけた基盤整備を行
い、学際的な情報交流を促進する。 
 



(2) フィールドワークに従事する学問諸分
野の手法と理論を比較・検討し、フィールド
サイエンスの構築可能性を呈示する。 
３．研究の方法 
(1) 研究分担者会議の開催：フィールドサ
イエンスの手法高度化に関わる分析ととも
に、学問分野をまたぐ共同調査の可能性につ
いての議論を進展させる目的で、各年度４回
の研究分担者会議を開催する。 
 
(2) 総括班フォーラムの開催：科学研究
費・基盤研究（海外学術調査）により当該年
度に海外学術調査を計画している研究組織
に、高度な研究交流の場を提供する目的で、
各年度１回の総括班フォーラムを開催する。
同フォーラムでは、日本学術振興会の科学研
究費事業担当者をまじえた全体会議ととも
に、以下の構成による地域別分科会を同時開
催する。 
① 大陸部東南アジア分科会 
② 島嶼部東南アジア・太平洋分科会 
③ 東アジア分科会 
④ 南・西アジア・北アフリカ分科会 
⑤ 北ユーラシア・中央アジア・極地分科会 
⑥ サハラ以南アフリカ分科会 
⑦ アメリカ大陸および超域分野分科会 
 
(3) 連続ワークショップの開催：文理共存
型のフィールドサイエンスの構築可能性に
関する具体的な議論の場として統一テーマ
を設定したうえで、上記フォーラムと同日に、
連続ワークショップを各年度１回開催する。 
 
(4) フィールドサイエンス情報システムの
構築と公開：調査地域情報、科学研究費海外
学術調査関係者情報、科学研究費海外学術調
査成果情報など、フィールドサイエンス関連
の複合的な資料群を整備・整序したうえで、
これをウェブ上で公開する。 
 
(5) 海外調査：フィールドサイエンスの手
法面における高度化をめざし、各年度ごとに
下記の「重点調査対象地域」を設定したうえ
で、海外の学術研究体制にかかわる動向調査
を実施する。 
① 東・東南アジア・オセアニア地域 
② 中・南・西アジア地域 
③ アフリカ地域 
④ 中南米地域 
 
４．研究成果 
(1) 海外学術調査に関する研究者連携ネッ
トワーク確立にむけた基盤整備 
① 総括班フォーラム：日本学術振興会科学
研究費事業担当者を講演者にむかえた各年
度１回の全体会議では、「科研費の執行」に
関する概略説明と全体質疑をふまえること

によって、予算執行の枠内で構想しうる研究
ネットワークの可能性が個別の学問分野を
またぐ研究者間で討議された。また、これに
引き続き、全７会場で同時に開催された地域
別分科会では、とりわけ世界規模の環境や災
害にかかわるグローバルイシューに対し、日
本の学際的な海外学術調査研究ネットワー
クがいかなる貢献を示しうるかなどの重要
かつ具体的な論点が提起され、国際社会にお
ける超域的な学術情報交換の価値について
の認識が深められた。 
 
②フィールドネットの創設：研究分担者会議
や上記フォーラムにおける討議の蓄積をふ
まえ、「フィールド研究者ネットワークウェ
ブ構築委員会」を母体とする新たな連携研究
ネットワークの試みとして、「フィールドネ
ット」の組織を創設した。同組織は、近い将
来に科学研究費・基盤研究（海外学術調査）
枠の研究代表者となることが有望視される
各学問分野の若手研究者を主軸とした知的
交流の場である。ウェブ上で各自の研究テー
マをアピールし、専門地域に関する学術的情
報を相互提供することによって、地域と分野
をまたぐ超域的な知の形態を共同で構築し
ていくことが期待されている。 
 
③電子公開情報の充実と強化：平成 17 年度
の科学研究費補助金（研究成果公開促進費）
をもとに開設した「国際学術研究調査関係研
究者データベース」に資料としての持続性を
保証するため、その内容を維持・充実させた。
日本における昭和 38 年度以降の海外学術調
査関連情報を電子化して一括呈示すること
により、海外学術調査を行う研究者にとって
現在の研究が過去のいかなる学術調査と研
容上の連関をもち、また通時的にはどのよう
な発展可能性があるかということの可視化
に貢献した。同データベースにより、今後新
たに超域的な研究ネットワークが構築され
るための史資料的基盤が整備された。さらに、
本研究課題の活動全般に関する電子公開情
報についても、更新維持作業だけでなく、情
報受信者にとっての俯瞰性をいっそう強化
するため、構成に改良と拡充を施した。 
 
(2)海外学術調査に関する手法と理論の超域
的な比較検討作業を通じた、フィールドサイ
エンス構築可能性の呈示 
 
① 連続ワークショップ：各年度１回開催す
る連続ワークショップの統一テーマを『フィ
ールドサイエンスと超域的ネットワーク』と
題したうえで、調査地域と学問分野の双方を
こえるという意味での「超域的」研究ネット
ワークがもたらすフィールドサイエンス構
築の可能性について、その具体的諸相を呈示



した。とくに、自然科学においてすでに着手
されている大規模生物多様性情報やＧＥＯ
ＳＳ（全地球観測システム）の取り組みが、
超域的研究ネットワークのもとで今後確実
におびる可能性や、人間と自然環境とのイン
ターフェイスを分析する点でそれ自体が文
理融合的な視点を要求する、グローバルイシ
ューとしての環境情報の活用可能性を、具体
的な事例を通じて呈示した。 
 
② フィールドサイエンス・コロキアム：フ
ィールド調査を中心とした研究手法を個別
の学問分野をまたいで比較検討する目的か
ら東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化
研究所で 2006 年以降創設された研究ネット
ワーク公開組織「フィールドサイエンス・コ
ロキアム」と連携することにより、フィール
ドサイエンス関連の理論と調査手法の各論
的な検討を行った。その結果、とくに 2006
年度の連続ワークショップで議論の対象と
なった、ＧＩＳ／ＧＰＳ／リモートセンシン
グの利用可能性をめぐる「フィールドサイエ
ンスと空間情報科学」の可能性に焦点があて
られ、３次元ＧＩＳを用いた超域的研究コミ
ュニティ構築の手法や、都市部の環境保全学、
開発と環境消失の時空間分析、ランドサット
の活用による先史人類生態のエージェント
シミュレーションなど、多様な論点にかかわ
る超域的ネットワーク構築の具体的な手法、
およびフィールドサイエンス構築にむけた
指針を呈示した。 
 
③ 海外調査：研究分担者会議における総合
的な討議と提案をふまえ、分野を異にする複
数の研究者が特定の地域で同時に調査を遂
行するという、文理共存型の実験的な「短期
複合的調査」に着手し、その調査結果を呈示
した。具体的には、チリ・パタゴニアの植物
化石資料による古植生の変遷研究の自然科
学系専門家と、中央アンデス南部高地農村部
の牧畜活動研究の人文学系専門家との協同
により、超域的なフィールドサイエンスの一
例となる研究テーマとして「ヒトの環境利用
の一環としての耕地ローテーションによる
食糧生産」のテーマが案出され、協同調査の
現場で生起する現実の諸相についての調査
報告が得られた。 
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